


















































入学生より 4年次での選択科目「国語特論 C」「同D」を廃止とした。そして今年度 2015年入学生より，
さらに教科内容の調整のために，教科に関する科目は「国語学概論A」及び「同B」から，「国語概論A」
及び「同B」と名称変更を行った。また，「国語学概論」は 2年次の春と秋に半期ずつの科目であったが，「国




















































































































































表 3：2012 年度，2013 年度，2014 年度の学生たちが取り上げた言語小単元一覧
2012 年度 2013 年度 2014 年度




１下 うれしいことば 語彙 ２上 たのしくつかおう 漢字 １上
2 にているかん字 漢字 １下 かん字の読み方 漢字 ２下 かたかなのかたち 文字 １下
3 主語と述語 文法 ２下
たのしくつかおうかんじ
のはなし










5 ことばを楽しもう 語彙 ２下 まちがえやすい漢字 漢字 ４上 うれしいことば 語彙 ２上
6 へんとつくり 漢字 ３上
カンジーはかせの漢字し
りとり















４下 故事成語 文化 ４下 ことばを楽しもう 語彙 2 下
10 漢字の成り立ち 漢字 ５ 慣用句 文化 ４下 ローマ字 文字 3 上




漢字 ６ 漢字の成り立ち 漢字 ５ 漢字の意味 漢字 3 下















16 慣用句 語彙 4 下
17 熟語の意味 語彙 4 下
18 カンジー博士の暗号解読 漢字 5
19 和語・漢語・外来語 語彙 5
20 同じ読み方の漢字 漢字 5






















































































































































































































（1） 文部科学省のデータによると，平成 26年 4月 1日段階で認定されている小学校教員養成課程のうち関東 1都 6県の私
立大学は 57大学となっている（東京 34，神奈川 4，千葉 6，埼玉 5，茨城 2，栃木 2，群馬 4）。さらに平成 27年度
に東京で 1大学増えている。（文部科学省「小学校教員の免許資格を取得できる大学」より）http://www.mext.go.jp/
component/a_menu/education/detail/__icsFiles/aﬁeldﬁle/2015/07/27/1287044_1.pdf　　[2015年 9月 23日閲覧 ]
 また，山崎博敏（2013）「21世紀初頭における学校教員の供給構造の変化」（『広島大学大学院教育学研究科紀要第三部』
第 62号：pp.11-20）によれば，小学校教員養成の認定課程を有する大学数の推移のうち，私立大学は，2005年の 50大




19年度の段階では国立大学も含めた 15大学であったのが，平成 27年度には連携大学の数は国公立大も含めて 42大学
と膨れ上がっている。この数の増加には東京以外の県にも連携の範囲が広がったこともあるが，新規参入の私立大学の数
の多さをこの数値からも裏付けることができる。
（2） 平成 27年 7月 16日に出された，中央教育審議会教員養成部会による「これからの学校教育を担う教員の資質能力の
向上について」（中間まとめ）より http://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/aﬁeldﬁ
le/2015/08/06/1360150_02_1.pdf　　［2015年 9月 23日閲覧］
（3） 山室和也（2013）「『国語の特質』をどう扱うか」『初等教育論集』第 14号，国士舘大学文学部教育学科初等教育専攻
pp.29-39。なお，この論考執筆時は，カリキュラム改編の第一段階での考察が中心であった。その後さまざまな社会的背
景の変化に対応すべく科目の整理が進み，履修時期やシラバスの内容の見直しを図っているので本論考ではそこを中心に
取り上げた。
（4） 同注（3）pp.34-35
（5） 論者が非常勤講師として「教科教育法」の科目を担当した東京学芸大学においても，国語専修の学生以外は，自らの専修
科目以外は教科に関する科目 1つと，教職に関する科目（「教科教育法」）1つでその科目については完結する。事情は多
くの私立大学と同じということになる。
（6） 田近洵一・大熊徹・塚田泰彦（2009）『小学校国語科授業研究』教育出版において，田近洵一は「国語科の構造」を述べ
る中で，「国語教育と国語科教育」という視点を提示している（pp.1-2）。
（7） 国語科における「用語」については，田近洵一・井上尚美編著（2009）『国語教育指導用語事典（第四版）』教育出版（初
版は 1984年である），中原國明・大熊徹編著（2009）『国語科授業用語の手引き（第二版）』教育出版（初版は 2006年
である），東京学芸大学国語教育学会・大熊徹・片山守道・工藤哲夫編著（2013）『小学校子どもが生きる国語科学習用語』
東洋館出版社，白石範孝編著（2013）『国語授業を変える「用語」』文溪堂，髙木まさき・寺井正憲・中村敦雄・山本隆
春編著（2015）『国語科重要用語事典』明治図書などの書がある。特に「教師の指導のための用語」から「学習者のため
の用語」というように視点が変わってきているのが近年の傾向の特徴と言える。
（8） 国語の教科に関する内容を取り扱ったテキストとしては，森山卓郎編（2012）『日本語・国語の話題ネタ』ひつじ書房が
挙げられる。国語の特質に関する内容をトピックとして取り上げたもので，その背景的な知識についても言及されている。
また，教職科目を視野に入れたテキストとしては，国語科コアカリキュラム研究プロジェクト編（2014）『国語の授業の
基礎・基本』東京学芸大学出版会が挙げられる。
（9） 天笠茂（2015）「アクティブ・ラーニングを実現する学習像」『教育展望』9月号教育出版において，天笠は，アクティブ・
ラーニングの導入に関わる文脈の中で，以下のように他領域へと射程を広げることを示唆している。
　　 　 その教科等の授業者として，他の教科との関連や教科横断に関心を示すことなく，その教科等の枠内に身を置くにと
どまるのか。それとも，教科等間の相互の関連づけや横断を図るなど教育課程と各教科等とを往還させる発想や手法
の習熟を目指すのか。それによって，アクティブ・ラーニングによる授業の質の深まりもまた異なるに相違ない。ま
ずは，アクティブ・ラーニングのフィールドをそれぞれの教科等から教育課程へと広げることを期待したい（p.10）。
